
                                                                                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 ６月の行事予定 給食 

1 金 衣替え・英語検定・ＳＣ ○ 

2 土 
  

3 日 
  

4 月 教育実習開始（福永先生）・ノー部活デ－ ○ 

5 火 
 

○ 

6 水 校内人権・道徳研究会 ○ 

7 木 
 

○

○ 8 金 教育実習終了（松本先生・岸本先生）・ＳＣ ○ 

9 土 たつの市民ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ大会：本校 
 

10 日 同上（ﾊﾞｽｹｯﾄ大会）・ﾉｰ部活ﾃﾞｰ  

11 月 ﾉｰ部活デ－ ○ 

12 火 
 

○ 

13 水 期末考査１週間前【ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ週間 19日まで】 

 

○ 

14 木 PTA 委員会・歯科検診(2･3 年) ○ 

15 金 漢字検定、ＳＣ ○ 

16 土 揖龍陸上競技大会 
 

17 日 揖龍中学校席書大会・ﾉｰ部活ﾃﾞｰ 
 

18 月 ノー部活デー ○ 

19 火 
 

○ 

20 水 期末考査１日目 
 

21 木 期末考査２日目 

 

 

 
22 金 期末考査３日目・揖龍大会抽選会、SC ○ 

23 土 

 

 
24 日 

  
25

ん

校 

月 後期生徒会選挙公示、委員会・２年救命講習 ○ 

26 火 

 

○ 

27 水 
 

○ 

28 木 歯科健診・揖龍夏季大会壮行会 ○ 

29 金 揖龍夏季大会１日目 
 

30 土

金 

揖龍夏季大会２日目 
 

  
 

７月の主な行事（予定） 

  ５ 木 西播大会抽選会 

６ 金 後期生徒会立会演説会・選挙       

10 火 個別懇談会～１３日（金）給食なし 

12 木 ＰＴＡ委員会 

14 土 西播大会～１５日（日） 

18 水 給食終了 

20 金 終業式 

23 月 地区懇談会及び２４日（火） 

25 水 県総体大会～３０日（月） 

御津中 

通 信 うなばら 
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【 教育実習 】 

松本
まつもと

  海里
か い り

 先生（英語 １年１組） 

期間：５月２１日（月）～６月８日（金） 

３週間実習生として、皆さんと一緒に勉強させていただきます。たくさん話をしま

しょう。私の中学生の時の部活動はサッカー部でした。県大会出場を目標に毎日仲間

と刺激し合った日々は今でも忘れません。皆さんも中学校生活の中で何か一つでもこ

れはやりきった！と胸を張って言えるように努力してほしいと思います。笑顔を忘れ

ず頑張ります。よろしくお願いします。 

 

岸本
きしもと

 大地
だ い ち

 先生（保健体育 ２年２組） 

期間：５月２１日（月）～６月８日（金） 

３週間という短い期間ですが、よろしくお願いします。私もみんなと同じこの御津

中学校を卒業しました。中学生時代は、部活や塾でとても毎日忙しかった記憶があり

ます。皆さんも毎日を大切に過ごして下さい。 

 

福永
ふくなが

 有
くに

花
か

 先生（養護） 

期間：６月４日（月）～６月２２日（金） 

教育実習生として、３週間皆さんと一緒に勉強させていただきます。たくさん声を

かけてくれるとうれしいです。将来の夢は、人の心のよりどころになるような養護教

諭になることです。今、目標に向かって頑張っています。皆さんも勉強や部活動に精

一杯取り組み充実した中学校生活を送って下さい。 

「自立って？～新しい集団の中で～」 

森 川 原 好 

みなさんは「自立して生きる」という言葉を聞くと、「自分で判断して行動する」

とか「他人に頼らずに生きていく」というようなことを考えるかもしれません。 

 ２０１１年度の公立高等学校の入試問題に次のような文章が出されました。元大

阪大学総長の鷲田清一名誉教授が書いた「わかりやすいはわかりにくい？」からの

抜粋です。「自立ということをわたしたちの社会は、さまざまなことを自分でできる

こと、（自分の身体も含めて）生きるに必要な多くのものを意のままにできることと

して了解してきた。が、何かを意のままにできるということが自立なのではない。」

「『自立』と言えば、ひとはすぐに、他人の力を借りずに独力で生きられることとい

うふうに考える。が、社会的サーヴィスがいくら充実していても、じっさいに動い

てくれるのは機械ではなく他のひとだ。ひとりがひとりでできることはきわめて限

られていて・・・」と続いていきます。つまり、私たちは自分ひとりでできること

なんて今の世の中ほとんどないのです。自分ひとりで何でもしているつもりでも、

そこには必ず誰かの手が入っています。朝、自分で起きて、用意をしているという

人でも、寝ていた布団は誰がつくったのでしょうか？目覚まし時計は誰が作ったの

でしょうか？朝ごはんは？歯ブラシは？靴は？服は？となってくると、もうきりが

ありません。実は私たちは気づかないところでたくさんの人の手を借りながら生活

しているのです。 

 では、本当の「自立」とは何でしょうか。鷲田さんの言葉を借りると、「自立」と

は「独力」すなわち他人に依存していないことではなく、他人との相互依存の関係

をいつでも利用できる用意ができていることだと言っておられます。独力で生きる

のではなく支えあって生きる。困ったときに「助けてくれ」と声を上げれば、それ

にきちんと忚えてくれる支え合いのネットワークの中にあるということこそほんと

うの「自立」といえるということです。 

 そのためには、自分もときには支える側に回る準備ができていないといけません。

嫌いでもつきあう、もめても話し合って解決する。なじみのないひとともうまくや

ってゆけるよう、自分を鍛えておかなければなりません。新しい学年や新しい環境

になって戸惑うこともあるでしょうが、困ったときには「助けて」と声を上げまし

ょう。そして、それに忚えられるような温かい集団を作っていきましょう。それが

真に「自立」した集団といえるのではないでしょうか。 

 

 

 
－入賞おめでとうございます－ 

 
第１５７回兵庫・岡山県境卓球研修大会 

女子卓球部       優 勝 

第１４回 Ｙ０ＮＥＸ杯 

女子ソフトテニス部 

【個人の部】北本咲貴・丸田梨瑚   第３位 

第６６回井口杯ソフトテニス大会 

女子ソフトテニス部   第３位 

第８３回上郡町近隣地区中学校招待ソフトテニス大会 

【女子の部】            第３位 
第２１回近畿小学生選抜インドアテニス大会 

【優秀選手賞】（H30.5.13 受賞分）  丸田梨瑚 

22 日：教育実習終了（福永先生） 

25 日：ﾉｰ部活･ﾉｰｹﾞｰﾑ･ﾉｰｽﾏﾎﾃﾞｰ 

 

 


